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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
お
ら

れ
る
農
業
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
田
原
で
主
に
お
茶
を
作
っ
て
お
ら
れ
る

「
田
原
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
」
の
福
井
さ
ん
と
、

福
井
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
る
「
畑
ヘ
ル
パ

ー
倶
楽
部
」
の
見
掛
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

○
畑
ヘ
ル
パ
ー
倶
楽
部
と
は
・
・
・

　

畑
ヘ
ル
パ
ー
倶
楽
部
は
農
家
さ
ん
を
お
手
伝
い
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
お
手
伝
い
を
し

て
お
野
菜
や
お
米
お
茶
な
ど
を
得
て
い
ま
す
。　
　

　

お
手
伝
い
の
内
容
は
、
主
に
草
刈
り
や
肥
料
蒔
き

で
す
が
、
少
し
で
も
多
く
の
人
で
行
う
方
が
早
く
で

き
ま
す
。
技
術
的
な
こ
と
は
農
家
さ
ん
に
任
せ
ま
す

が
手
慣
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
機
械
に
乗
る
人
も
い
る
そ

う
で
す
。
お
手
伝
い
を
続
け
る
中
で
農
家
が
置
か
れ

て
い
る
厳
し
い
現
状
を
目
の
当
た
り
に
し
、
益
々
、

手
伝
う
事
の
重
要
性
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
田
原
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
・
・
・

　

日
笠
町
の
お
茶
農
家
の
福
井
さ
ん
。
お
家
は
家

族
で
主
に
大
和
茶
と
米
を
生
産
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

田
原
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
少
量
多

品
種
で
生
の
サ
ラ
ダ
野
菜
（
紫
の
か
ら
し
菜
や
ル

ッ
コ
ラ
な
ど
）
や
、
小
松
菜
・
蕪
・
里
芋
・
お
茶

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

農
薬
や
化
学
肥
料
・
除
草
剤
を
使
わ
な
い
自
然

農
法
で
栽
培
し
て
お
り
、
肥
料
は
生
ゴ
ミ
等
を
糠

で
発
酵
さ
せ
て
微
生
物
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

○
畑
ヘ
ル
パ
ー
を
受
け
入
れ
た
理
由
・
・
・

　

佐
和
さ
ん
自
身
が
援
農
経
験
者
で
す
が
、
少
し

で
も
人
手
が
あ
る
と
効
率
が
い
い
と
思
っ
た
そ
う

で
す
。
他
の
農
家
さ
ん
で
も
畑
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に

入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
か
な
り
助
か
っ
た
と

喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

○
畑
ヘ
ル
パ
ー
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
・
・
・

　

見
掛
さ
ん
は
元
々
土
や
畑
と
は
無
縁
で
し
た
が
、

自
然
災
害
や
食
品
の
安
全
性
の
問
題
で
食
と
繋
が
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
田
原
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ァ
ー

ム
へ
農
作
業
の
手
伝
い
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
作
業
を
す
る
う
ち
に
、
地
元
農
家
さ
ん
か
ら
後
継

者
不
足
に
よ
る
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
の
増
加
を
知
り
、

農
業
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
、
自
分
に
何
か
で
き

る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

○
畑
ヘ
ル
パ
ー
の
年
代
や
人
数
は

　

現
在
の
登
録
者
数
は
約
40
名
で
女
性
が
６
割
を
占

め
て
い
ま
す
。
年
齢
は
、
20
代
か
ら
50
代
と
幅
広
く
、

比
較
的
若
い
方
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
食
べ

物
に
関
心
が
高
く
、
自
分
の
食
べ
物
は
自
分
で
と
い

う
考
え
や
、
外
で
の
作
業
が
好
き
な
人
と
い
う
傾
向

が
あ
る
そ
う
で
す
。
今
で
は
、
作
物
を
い
た
だ
け
る

こ
と
以
外
に
も
五
感
の
刺
激
に
よ
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

や
農
家
さ
ん
か
ら
感
謝
し
て
い
た
だ
き
充
実
感
を
得

ら
れ
る
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

○
畑
ヘ
ル
パ
ー
の
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
・
・
・

　

お
手
伝
い
の
お
礼
が
作
物
な
の
で
、
農
家
さ
ん
の

金
銭
的
負
担
が
少
な
い
こ
と
と
、
参
加
者
全
員
が
保

険
に
入
っ
て
万
全
を
期
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

参
加
者
は
、
お
手
伝
い
出
来
る
と
き
に
行
く
、「
お

気
軽
ヘ
ル
パ
ー
」毎
月
定
期
的
に
お
手
伝
い
す
る「
月

会
員
ヘ
ル
パ
ー
」
ま
た
お
野
菜
等
の
購
入
を
目
的
と

し
た
「
お
買
い
物
ヘ
ル
パ
ー
」
の
３
通
り
か
ら
選
べ

ま
す
。
ま
た
食
育
と
い
う
面
か
ら
も
、
お
子
さ
ん
に

参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
農
業
の

良
さ
を
理
解
し
、
虫
を
怖
が
っ
た
り
土
で
汚
れ
る
こ

と
を
嫌
が
っ
た
り
し
な
い
の
で
は
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
。

 

○
今
後
の
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
・
・
・

田
原
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
フ
ァ
ー
ム　
今
後
も
農
業
体
験

を
通
じ
て
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
農
業
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
田
原
を
活
性
化
す
る
た
め
に

も
、
た
く
さ
ん
の
人
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
大
好
き
な
田
原
の

農
業
再
生
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

畑
ヘ
ル
パ
ー
倶
楽
部
・
・
・
み
ん
な
気
持
ち
よ
く

参
加
す
る
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
も
気
を
配
り
、
持
ち
帰
る
野
菜
等
に
も

不
公
平
が
無
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
き
ま
す
。
当
面

の
課
題
は
、
会
員
と
農
家
さ
ん
の
募
集
で
あ
り
、
そ

の
た
め
の
広
報
活
動
で
す
。
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
好
評
で
あ
っ
た
た
め
継
続
的
に
行
い
、
さ
ら
に

畑
ヘ
ル
パ
ー
倶
楽
部
の
周
知
活
動
に
努
め
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
遊
休

農
地
の
発
生
防
止
並
び
に
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
モ
デ
ル
ほ
場
を
設
置
し
、
農
業

委
員
自
ら
が
肥
培
管
理
（
草
刈
・
耕
起
・
定
植
・

収
穫
・
整
地
な
ど
）
す
る
と
共
に
、
看
板
「
遊

休
農
地
を
解
消
し
よ
う
」
を
設
置
し
、
地
域
住

民
へ
の
農
地
の
有
効
利
用
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
は
、
七
条
町
（
西
ノ
京
病
院
す
ぐ

そ
ば
）
の
モ
デ
ル
ほ
場
（
約
４
０
０
㎡
）
で
景

観
形
成
植
物
の
「
菜
の
花
」
を
植
栽
し
、
周
辺

地
域
の
方
々
の
目
を
和
ま
せ
、
遊
休
農
地
解
消

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

田原ナチュラル・ファーム生産
　「ゆいのお茶」写真は緑茶・ほうじ茶

寒冷紗（かんれいしゃ）をお茶の
葉に被せていく福井さんと
畑ヘルパー倶楽部の方

・

・
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 POINT  POINT  POINT
保険料の国庫補助 税制上の優遇措置 80歳まで保証
特定の要件を満たす農業者には、
一定の条件の下で保険料の国庫
補助が受けられます。

①支払う保険料は全額社会保険料控除の対象
②受けとる年金は公的年金等控除が適用
③運用費も非課税

仮に加入者や受給者が80歳前
に亡くなられた場合でも「死亡
一時金」をお支払いできます。

メリットがたくさんある農業者年金に加入して、老後に備えましょう。

　

今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
内
で
も
特
に

東
部
山
間
地
域
の
方
の
意
見
を
参
考
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
東
部
地
域
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
、
阪
原
町
「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」
と
都
祁

白
石
町
「
つ
げ
ま
つ
り
」
へ
の
参
加
者
を
対
象
と

し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
コ
ス
モ
ス

祭
り
」
へ
の
来
場
者
150
名
、
都
祁
白
石
町
「
つ
げ

ま
つ
り
」
へ
の
来
場
者
150
名
名
の
併
せ
て
300
名
の

方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
意
向
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

回
答
状
況
に
つ
い
て
で
す
が
、
来
場
者
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て
の
平
均
年
齢
は
60
歳
以
上
が
59
％
と
、
過
去
の
ア
ン

ケ
ー
ト
と
比
べ
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
高
齢
者
の
割
合
は
例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
農
業
問
題
の
中
で
も
「
遊
休
農
地
の
解
消
」
を
主
な
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
と
し

て
地
域
農
業
の
活
性
化
の
啓
発
に
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
た
だ
、
農
業
形
態
に
非
農
家
と
答
え
た
方
が
多
か

っ
た
の
は
、
平
坦
や
市
外
か
ら
の
来
場
者
が
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
結
果
が
数
値
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
問
題
で
今
後
取
り
組
ん
で
欲
し
い
事
項
に
つ
い
て
は
鳥
獣
の
被
害
対
策
と
地
産
地
消
が
多
く
60
％
を
占
め
鳥
獣

の
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
行
政
に
よ
る
対
策
の
強
化
に
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
直
売
所
の
増
設
に
強
い
期
待
が
持
た

れ
て
い
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
新
規
就
農
者
を
増
や
す
た
め
に
農

村
と
都
市
の
交
流
を
活
発
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
33
％
と
一
番
多
く
、
担
い
手
育
成
の
た
め
に
農
地
中
間
管
理
機
構
の

利
活
用
を
図
る
こ
と
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
意
見
と
し
て
約
３
割
弱
を
占
め
、

農
業
に
対
す
る
行
政
へ
の
期
待
を
結
果
か
ら
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
更
に
行
政
及
び
関
係
機
関
が
連
携
し
、
農
業
・
農
村
の
維
持
発
展
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
が
肝
要
だ
と

思
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

  
農
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

平成29年度 奈良市農業委員会７月臨時総会を開催しました
　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
委
員
の
選
出
方
法
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
選
挙
に
よ
る
委
員
の
選
出
が
な
く
な
り
、

す
べ
て
市
町
村
長
が
選
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設

さ
れ
、
農
業
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
７
月
20
日
に
農

業
委
員
任
命
式
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
委

嘱
式
が
執
り
行
わ
れ
、
農
業
委
員
18
名
が
任
命
さ

れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
18
名
が
委
嘱
さ

れ
、
合
わ
せ
て
36
名
で
新
体
制
の
農
業
委
員
会
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
総
会
は
７
月
20
日
午
後
２
時
か
ら
奈
良
市
役

所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
（
奈
良
市
議
会
副

議
長
植
村
佳
史
氏
）
あ
い
さ
つ
後
、
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　

会
長
・
副
会
長
の
選
任
並
び
に
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
議
案
も
滞
り
な
く
審
議
が
な
さ
れ
、
満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
委
員
一
覧
は
６
面
・
７
面
】

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
18
名
、
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
18
名
、
合
わ
せ
て
36
名
の
奈
良
市
農
業
委
員

会
委
員
が
決
ま
り
、
臨
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
委
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
、
会
長
に
選
任
い
た
だ
き
、
こ
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
、
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
が
重
要
な
必
須
事
務
と

な
り
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
と
し
て
、
地
域
の
農
業
者
の
声

を
行
政
等
に
反
映
さ
せ
、
農
業
・
農
村
の
維
持
発
展
を
支
援
す
る

と
共
に
、
農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
密
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

使
命
を
十
分
に
果
た
し
て
い
き
、
二
人
三
脚
で
そ
の
推
進
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
業
務
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

故 

平
田　

芳
道　
（
奈
良
地
区
）　
　

平
成
27
年
12
月
24
日
ご
逝
去

故 

久
保
田
清
隆
（
月
ヶ
瀬
地
区
）
平
成
27
年
８
月
７
日
ご
逝
去

農
業
委
員
会
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
平
田
芳
道

委
員
、
久
保
田
清
隆
委
員
が
ご
逝
去
な
さ
い
ま
し
た
。

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

こ
の
度
の
農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
り
、
７
月

19
日
を
も
っ
て
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

大　

西　

崇　

夫

北　

中　

正　

純

吉　

村　

信　

男

嶋　

田　

圭　

堂

大　

畑　
　
　

稔

谷　

口　

清　

志

大　

西　

繁　

實

今　

里　

勝　

亮

荻　

田　

精　

吾

中　

田　

清　

文

辰　

巳　
　
　

貢

岡　

田　

嘉　

文

小　

西　
　
　

功

藤　

岡　

正　

則

吉　

井　
　
　

次

西　

井　
　
　

隆

今　

井　

勝　

美

吉　

松　

道　

雄

松　

本　

嘉　

平

出　

口　

礼
次
郎

今　

西　

正　

延

北　
　
　

良　

晃

小　

川　

正　

一

高　

杉　

美
根
子

（
奈
良
地
区
）

（
都
跡
地
区
）

（
都
跡
地
区
）

（
平
城
地
区
）

（
富
雄
地
区
）

（
辰
市
地
区
）

（
明
治
地
区
）

（
東
市
地
区
）

（
柳
生
地
区
）

（
大
柳
生
地
区
）

（
東
里
地
区
）

（
狭
川
地
区
）

（
月
ヶ
瀬
地
区
）

（
並
松
地
区
）

（
都
祁
地
区
）

（
都
祁
地
区
）

（
六
郷
地
区
）

（
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

（
農
業
共
済
組
合
推
薦
）

（
土
地
改
良
区
推
薦
）

（
市
議
会
推
薦
）

（
市
議
会
推
薦
）

（
市
議
会
推
薦
）

（
市
議
会
推
薦
）

来賓あいさつ
奈良市議会副議長
　　　植村　佳史　氏

巽　
　

一　

孝

奈
良
市
農
業
委
員
会
長

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委
員
18
名
、
新
た
に
農
地
利



西　澤　成　晃
中山町1335番地の2
0742-47-7570

加　　　次　夫
山陵町219番地
0742-33-7567

平 城

平 城

今　中　　　雄
石木町274番地
0742-45-2555

大　木　　博
二名平野一丁目2068番地
0742-45-2222

久　田　雅　美
東菜畑2丁目938番地9
074３-75-2824

富 雄

富 雄

-７- -６-

２区

１区

３区

平成29年７月20日から次の方々が
農業委員・推進委員に就任され、
奈良市の農業振興のためにご活躍
いただいております。

中　田　武　文
白毫寺町175番地
0742-54-1317

川　﨑　待　子
法華寺町853番地
0742-33-0382

武　野　義　男
大安寺四丁目4番30号
0742-61-2609

藤　井　　昭
尼辻中町3番36号
0742-81-7361

福　山　　寛

農

　業

　委

　員

推

　進

　委

　員
法華寺町419番地
0742-33-8753

谷　口　幸　央
七条一丁目18番13号
0742-44-6977

奈 良 大安寺 都 跡

奈 良 都 跡

農

　業

　委

　員

推

　進

　委

　員

農

　業

　委

　員

推

　進

　委

　員

長谷川　義　廣
菅原町596番地
0742-44-6994

伏 見

山　下　惠　子
古市町447番地
0742-61-2437

古　谷　隆　昭
古市町385番地
0742-62-2704

東 市

東 市

松　村　楢太郎
今市町427番地
0742-61-8185

帯 解

廣　岡　政　則
杏町22番地の１
0742-61-8026

辰 市

巽　　一　孝
中畑町401番地
0742-62-9375

精 華

山　中　　浩
北之庄町394番地
0742-62-2828

明 治

新農業委員
推進委員の紹介

会
長

副
会
長

４区

５区

５区

筒　井　俊　彦
興ヶ原町644番地
0742-94-0550

神　田　隆　夫
柳生町1879番地
0742-94-0963

柳 生

柳 生

山　中　正　三
大柳生町1601番地
0742-93-0458

堂　前　喜　秀
大慈仙町545番地
0742-93-0299

大柳生

大柳生

中　尾　義　永
日笠町648番地
0742-81-0355

窪　田　　弘

農

　業

　委

　員

推

　進

　委

　員
矢田原町743番地
0742-81-0178

須　川　章　夫
水間町1102番地
0742-81-0745

田 原

田 原

羽　坂　まさ子
須川町1018番地の1
0742-95-0053

奥　田　義　博
東鳴川町76番地
0742-95-0846

東 里

東 里

西　村　弘　道
都祁吐山町332番地の1
0743-82-0855

向　井　美　典
上深川町1009番地
0743-84-0180

西　川　浩　史
都祁甲岡町182番地
0743-82-0682

福　島　康　信
針町2853番地
0743-82-1180

木　村　好　成
針ヶ別所町702番地、703番地
0743-84-0485

農　業　委　員 推　進　委　員

都 祁 都 祁

稲　森　源　治
月ヶ瀬石打849番地
0743-92-0558

今　中　武　臣
月ヶ瀬嵩287番地
0743-92-0378

農業委員 推　進　委　員

月ヶ瀬

　　浦　博　文
月ヶ瀬桃香野4897番地
0743-92-0351

月ヶ瀬

副
会
長

狭 川

𠮷　田　義　教
下狭川町645番地
0742-95-0075



全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS

-８-

　

昨
今
の
農
家
事
情
は
、
後
継
者
不
足
に
加
え
て
、

高
齢
化
等
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
の
増
加

が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
農
業
従
事

者
が
減
少
し
、
一
部
の
農
業
従
事
者
が
、
機
械
化
さ

れ
た
大
規
模
農
業
に
よ
っ
て
農
産
物
を
生
産
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
農
業
者
人
口
の
減
少
が
も
た
ら
す

遊
休
農
地
や
担
い
手
不
足
が
今
後
解
消
さ
れ
な
い
限

り
、
日
本
の
農
業
に
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
子

供
た
ち
に
も
明
る
い
農
業
施
策
と
し
て
、
将
来
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
次
世
代
に
継
承
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　

今
回
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た「
畑
ヘ
ル
パ
ー
」は
、

地
元
田
原
地
区
の
農
家
さ
ん
と
民
間
企
業
が
一
体
化

し
た
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
農
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
方
で
一
人
で

も
多
く
人
に
農
業
の
良
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
次

世
代
に
食
の
大
切
さ
伝
え
て
い
く
た
め
の
努
力
を
さ

れ
て
い
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
の
見

掛
さ
ん
や
日
笠
町
の
福
井
さ
ん
に
ご
協
力
頂
き
、

色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
広
報
が
皆
様
へ
の
情
報
誌
と
し
て

よ
り
一
層
、
紙
面
の
充
実
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
意

見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

な
ら
農
業
委
員
会
だ
よ
り　

担
当
委
員

『
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
』
の
実
施
に
つ
い
て

　

奈
良
市
農
業
委
員
会
は
、
毎
年
市
内
全
域

で
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、
農
地
が

適
切
に
耕
作
・
管
理
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
農
地
の
周
辺
で
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

遊
休
農
地
と
な
っ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て

は
、
調
査
結
果
の
整
理
後
、

所
有
者
の
方
に
利
用
意
向

調
査
等
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
《
実
施
予
定
》

　
　

平
成
29
年　

　
　
　

９
月
〜
11
月
頃

　

い
と
う
さ
ん
は
、
奈
良
県
内
の
フ
ァ
ン
が
贈
っ
た
田
原
地
区
の
米

を
食
し「
今
ま
で
食
べ
た
お
米
の
中
で
一
番
美
味
し
い
」と
感
激
さ
れ
、

２
０
１
３
年
に
同
地
区
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
の
５
月
か
ら
田
原
地
区
中
貫
町
に
あ
る
約
５
０
０
㎡

の
田
ん
ぼ
で
、
地
元
農
家
の
方
々
や
フ
ァ
ン
の
方
々
と
一
緒
に
米
作

り
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
い
と
う
さ
ん
の
田
ん
ぼ
は
「
ま
い
ま
い

田
ん
ぼ
」
と
名
付
け
ら
れ
、
現
在
は
奈
良
市
観
光
大
使
で
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
、
場
所
を
大
柳
生
地
区
阪
原
町
に
変
え
、
元
農
業
委

員
で
も
あ
る
中
田
清
文
さ
ん
と
、
地
元
阪
原
町
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
協
力
を
得
て
、約
３
０
０
０
㎡
の
田
ん
ぼ
に
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
収
穫
祭
も
企
画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
、
い
と
う
さ
ん
や

中
田
さ
ん
は
、
奈
良
市
東
部
地
区
農
業
の
発
展
や
活
性
化
に
な
れ
ば

と
日
々
尽
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
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